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「人間将棋 姫路の陣」企画・実施等業務委託要求水準書 

 

 第１章 総則  

 

１ 目的 

本市では、令和７年１１月に第３８期竜王戦第５局姫路対局（以下「竜王戦」という。）の開

催が予定されているため、１１月を「将棋月間」とし、様々な将棋関連のイベントを実施する

こととしている。本事業は、その端緒として姫路城において「人間将棋 姫路の陣」を行うこ

とで、竜王戦までの機運醸成及びまちなかのにぎわい創出を図る。 

また、本イベントは国内外問わず多くの来場者が見込まれることから、世界文化遺産・国宝 

姫路城及び、本市ゆかりの戦国武将・黒田官兵衛など、本市の豊かな観光資源をＰＲすること

で、知名度向上及び観光誘客促進を目的とする。 

※ 人間将棋とは、豊臣秀吉が伏見城で小姓や腰元を将棋の駒に見立て、「将棋野試合」を行っ 

たという故事がきっかけとなり、山形県天童市で昭和３１年に始まり今日まで続いている行 

事である。本市においてもこれまでに６回（平成２７年から令和６年まで）開催している。 

 

２ 業務名 

  「人間将棋 姫路の陣」企画・実施等業務委託 

 

３ 契約期間 

  契約締結日から令和７年１２月２６日（金）まで 

 

４ 事業委託料 

  上限金額 １８，５００，０００円（消費税及び地方消費税相当額を含む。） 

  ※本要求水準書「８ 共通事項」の⑴ 棋士等関連経費」に係る経費は、おおむね 3,300,000

円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）とし、上限金額内に含む。 

 

５ 業務委託者 

姫路市 

 

６ 事業の開催概要 

 ⑴ 「人間将棋 姫路の陣」 

日  時：令和７年１１月１日（土）・２日（日）（２日間） 

１０時～１６時(予定) 

場  所：姫路城三の丸広場（雨天時はアクリエひめじ） 

想定客数：会場収容人数３，０００人（１日）、単日来場延べ人数１０，０００人 
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 ⑵ 子ども将棋大会（市長杯）実施企画 

  日 時：令和７年１１月１５日（土）・１６日（日）（２日間） 

      １０時～１４時半（予定） 

      会場受付：９時半～ 

  場 所：市民会館第３会議室 

  募集人数：各日３２人 

 

７－１ 委託業務の内容(｢人間将棋 姫路の陣｣) 

 ⑴ 「人間将棋 姫路の陣」（以下「人間将棋」という。）の企画・運営業務 

  ア 実施計画書を作成すること。 

  イ オープニング、人間将棋の演出内容、広告デザインラフ案を作成し、本市と協議の上、 

実施・運営すること。 

   ※オープニングの内容は人間将棋に関連したものとし、本市や他市の例では寸劇や殺陣を

実施。また、二日目のオープニングについては、第８項第３号に規定する中国大返しツア

ー（以下「中国大返しツアー」という。）の内容と合わせたものとすること。 

  ウ 人間将棋以外で、本業務にふさわしい関連イベントを企画すること。 

   ※関連イベントは当日会場内で行うこと。 

  エ 当日のイベントの様子を撮影及び配信をすること。なお、配信の媒体については、YouTube 

   などの動画投稿サイトを用いることとし、本市と別途協議の上、決定すること。 

  オ イベント当日までのスケジュールおよび当日のタイムスケジュールを作成すること。 

  カ 人間将棋を実施するにあたってのスタッフ体制を作成すること。 

  キ 司会進行役のＭＣ（英語アナウンスを含む）を手配すること。 

  ク オープニング時に手話通訳や字幕等の対応、及び車イスやベビーカー利用者の優先エ 

リアを設置すること。 

 ⑵ 広告宣伝業務 

  ア 広告・宣伝に当たっては、情報を広く周知できるよう、ランディングページサイトを作

製すること。 

  イ 開催概要が広く周知できるよう、雑誌、新聞等の媒体の他、Instagram、X（旧 Twitter） 

等のＳＮＳを活用した効果的な情報発信を行うこと。 

  ウ イベントポスター、イベント告知チラシの作成部数は下記必要最小部数以上とすること。 

   ※必要最小部数（姫路市観光案内所、市内関係施設配布用） 

   【Ａ４版チラシ】20,000枚 

   【Ａ３版ポスター縦】2,000枚（コート 135㎏、４色） 

   【Ｂ２版ポスター縦】50枚（コート 135㎏、４色） 

  エ Ａ３版ポスター2,000枚のうち、1,200枚は印刷面が上になるよう２つ折りにしたものを 

納品すること。 

オ イベント当日姫路城を訪れた観光客（外国人観光客含む）にもイベント内容がわかるよ 
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う、案内表示の作成・設置などの対応をすること。 

カ 広告デザインはタペストリーやのぼり、デジタルサイネージ等への転用を念頭に置いて 

作成すること。 

キ 広告物の納品については、納品日は本市と受託者が協議の上決定し、完成後、速やかに 

広告物及び作成したデータを郵送、記録媒体、メール添付又はオンラインストレージにて 

納品すること。 

※納品日は概ね 9月上旬から中旬を見込むこと。 

 ⑶ 棋士及び出演者との調整・打合せ 

  ア 棋士は、姫路市観光コンベンション室が（公社）日本将棋連盟（以下「将棋連盟」とい

う。）に依頼し、決定することとする。 

  イ 人間将棋の駒役の募集広報先の選定、出演調整を行うこと。 

   ※駒役は姫路市内外を問わず広く募集を行い、対象は中学生から大学生程度までとし、欠

員等に備え１日あたり４２人～４４人程度確保するため、当該参加者のリストを受託者

にて作成すること。 

なお、中学生からの申し込みの場合は保護者同伴を必須とすること。 

   ※１１月２日（日）の駒役については、半数を後述の中国大返しツアーの参加者（保護者

除く）とし、残りの半数は募集により決定すること。 

  ウ 将棋の駒役の補助者（棋士が指示した場所へ駒役を移動させる業務を行う者）の出演調

整は、観光コンベンション室が行う。 

  エ 棋士以外のゲストとして、姫路又は将棋にゆかりのあるタレント等の著名人（以下「著 

名人」という。）を手配すること。 

 ⑷ 出演者の演出 

   当日招へいする棋士及び著名人、駒役等の演出内容を企画すること。 

 ⑸ 出演者の衣装の手配及び着付け 

  ア 出演者の衣装を手配すること。 

   ※衣装の内容は人間将棋のコンセプトに合致したものとする。 

   ※衣装の手配は、最低５０必要となる。棋士：２、駒移動補助役：４、着付手直し役：２、 

    駒役：４２（王将：２、飛車：２、角行：２、金将：４、銀将：４、桂馬：４、香車：４、 

    歩兵：１８、旗持ち：２） 

   ※上記駒役の衣装は一律で同じ物とせず、駒毎に差異を設けることとする。 

  イ 当日の出演者の着付け役を必要人数手配すること。 

   ※必要人数とは、棋士、駒役などその他演出上の衣装の着付けを要する人員に対応できる 

    人数とする。 

  ウ 出演者の着替え場所は、会場裏テント又は姫路城迎賓館を想定して計画すること。 

  エ 着替え等に対応できるテント（広さ、数）を会場内に設置すること。 

 ⑹ その他出演者への謝礼・交通費等の支払、宿泊先の手配 

  ア 著名人への謝礼・交通費・宿泊料等の必要経費を見込むこと。 
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  イ 駒役の補助者への謝礼は不要とする。 

 ⑺ 人間将棋用の会場設営・備品準備及び撤去等 

  ア 人間将棋用の大型将棋盤の製作もしくは手配を行うこと。 

  イ 大型将棋盤（２０ｍ×２０ｍ程度）のイメージ・サイズを計画すること。 

   ※大型将棋盤は姫路城三の丸広場の芝生を傷めないものとすること。 

  ウ 人間将棋用の駒等の製作をすること。 

※本市所有分（平成２７年度作製）が使用可能であれば、清掃・修理を行い使用すること 

も可。 

※人間将棋用の駒は、観覧席、中継モニター等から見ても、駒の動き、配置等が分かるよ

うなデザインとする。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   ※人間将棋用の駒（王将）：縦 62cm、厚さ 2.5cm 裏面に台固定用のマジックテープ有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※駒の設置台：高さ 150cm 天板に駒固定用のマジックテープ有 

  エ 解説用の大型将棋盤、駒、ステージの製作もしくは手配を行うこと。 

  オ 人間将棋の大型将棋盤横で棋士及び聞き手による解説に必要な駒・中継モニター、マイ 

   クなど関連備品を手配すること。 
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  カ 解説用の大型将棋盤の前には観客が集まることも想定し、配置場所、ステージの高さ 

等を計画すること。 

  キ 会場設営及び撤去を行うこと。 

  ク レイアウト・イメージ図の作成にあたっては、会場収容人数とは別で観覧可能者数を 

   明記すること。 

  ケ 会場人員のすべてが将棋盤上の駒の動き、駒の配置。解説盤の様子が視覚的、聴覚的に 

   分かるような演出、設備配置（観覧席の設営、モニター中継の方法等）を行うこと。 

  コ 会場はできる限り姫路城の歴史的景観にふさわしい装飾とすること。 

  サ テントの設置及び配置については、本部用、棋士控え用、着替え用、その他提案イベン 

   トなど運営に必要な数を会場内に配置すること。なお、当日は会場内に実施本部、姫路市

PR、将棋連盟 PR等のブーステントを配置すること。（４張以上） 

    別途飲食物提供用ブースのテントを出展料 20,000円を徴収・経費充当の上、予算内で配

置すること。なお、出展事業者及び出展数については、本市と協議の上、決定することと

し、決定後の出展者との調整・協議については受託者が行うこと。 

  シ 屋外のため、少雨・強風への対応も考慮の上、設営すること。 

  ス 会場の撤去は令和７年１１月３日（月）午後５時までに完了すること。 

 ⑻ 雨天時の対応 

ア 雨天時用の会場はアクリエひめじ（展示場 B,C）とし、人間将棋及び将棋関連事業を計

画すること。 

  なお、会場については本市が予約し、使用料の支払をするものとする。 

イ 姫路城三の丸広場から移動させることができない音響及び備品等は、雨天時用として別

途手配すること。 

なお、雨天時用として、姫路市が所有する 13ｍ×13ｍの将棋盤ターポリンシートの使用

が可能である。 

 ⑼ 駒役保護者への対応 

   イベント当日の様子を撮影し、人間将棋対局後の集合写真などについては、後日駒役の保

護者へ提供すること。 

 

７－２ 委託業務の内容（市長杯（子ども将棋大会）） 

 ⑴ 市長杯（子ども将棋大会）実施業務 

  ア 実施計画書を作成すること。 

  イ 会場レイアウト案を作成し、本市と協議の上、実施・運営すること。 

  ウ イベント当日までのスケジュールおよび当日のタイムスケジュールを作成すること。 

  エ 会場でのイベント実施にあたってのスタッフ体制を作成すること。 

  オ 会場は姫路市市民会館 4階第 3会議室とすること。 

  カ 参加者の景品を用意すること。 

 ⑵ 広告宣伝業務 
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  ア 前項第２号アに記載のランディングページサイト内に本業務の内容を記載する形とし、

広く情報が周知できることとする。 

  ア 開催概要や特典が広く周知できるよう、雑誌、新聞等の媒体の他、Instagram、X（旧 

Twitter）等のＳＮＳを活用した効果的な情報発信を行うこと。 

  イ イベント告知及び応募チラシの作成部数は下記必要最小部数以上とすること。 

   ※必要最小部数（市内関係施設配布用）【Ａ４版チラシ】14,000枚 

 ⑶ 参加者の調整 

  ア 参加者の事前募集・当日受付を行うこと。 

  イ 参加者の定員については各日３２名とすること。なお、参加する対象者については、本

市と協議の上決定すること。 

  ウ 審判員となる棋士については観光コンベンション室が将棋連盟に依頼し、決定すること

とする。 

  エ 参加者は市内在住かは問わないものとする。 

 ⑷ 会場の設営及び備品の準備 

  ア 会場内では子ども達の対局スペースと併せて、保護者達の観覧スペースを用意すること。 

  イ 会場内で使用する将棋盤や駒、対局時計等、必要となる備品の手配をすること。 

  ウ 各日の優勝者及び準優勝者には、本市にて賞状（436㎜×310㎜）を用意するため、受託

者にて額縁の手配をすること。 

 

８ 共通事項 

 ⑴ 棋士等関連経費の支払い 

   棋士等関連経費として、3,300,000円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）を見込むこ 

と。必要となる経費は以下のとおりであり、内訳及び詳細は別途指示する。 

  ア 人間将棋の出演棋士への謝礼、交通費、宿泊費、昼食（宿泊が発生する場合は、宿泊先

を手配すること。） 

   ※棋士関連経費については各業務においてそれぞれ計上すること。 

  イ レセプション（会場手配、開催準備、当日の運営を行うこと。） 

   ※レセプションは棋士、将棋連盟、本市等が交流を図る場であり、人数は 20名程度を予定。

会場は参加者の秘匿性が保てることが可能な場所とする。 

  ウ 将棋の駒役への記念品購入及び配布 

   ※記念品は前日までに用意し、当日配布とすること。記念品は駒役の参加者の年代等を考 

    慮し、本市に相応しく、イメージを損なわない文房具や菓子類等とすること。内容は本

市と別途協議の上、決定すること。 

  エ 人間将棋当日に使用する棋具（将棋連盟より借用する物品） 

 ⑵ アンケート及び事業報告 

  ア Ｗｅｂ等を活用したアンケートにより来場者の反応及びイベント開催に伴う観光消費額 

   等を調査し、分析・検証した結果を実施報告書により報告すること。 
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 イ アンケートの内容や質問事項は本市と協議の上、決定する。 

  ウ 本事業の実施報告書を、写真又は動画を添えて作成し、別途提示する期限までに提出す 

   ること 

  エ 本事業終了後、総括する場を設けること。 

 ⑶ 関連イベントとの連携・調整 

  ア 本市が別途発注する中国大返しツアーの参加者が人間将棋の駒役となることから、ツア

ー参加者に関する情報や当日の動静など中国大返しツアーの受託事業者との連携・調整が

不可欠である。業務の実施に当たっては当該受託事業者と適切に連携・調整を行うこと。 

  イ 中国大返しツアーの参加者は中学生以上の学生２２名、その保護者２２名の計４４名を

予定しているものとする。 

 ⑷ 各イベントの写真撮影 

   各イベント中に写真及び動画を撮影すること。 

 ⑸ その他７－１及び７－２のイベント実施に必要な備品の手配 

  ア イベントを実施するために必要な備品（別紙１参照）を手配すること。 

  イ 製作物は、本市に帰属する。 

⑹ その他本業務に付随する業務 

  ア 観覧者が身体に損害を受けた場合に補償する保険に加入すること（死亡事故 1,000万円、 

   後遺障害 40万円から 1,000万円、入院１日 3,000円、通院１日 2,000円以上、手術給付 

   金１名当たり 30,000円以上）。 

  イ 本市を原因として第三者に損害を与えた場合、本市が法律上の損害賠償責任を負担する

ことで被る損害を補填するために、賠償責任保険に加入すること（対人・対物賠償１名・

１事故１億円以上）。 

 

９ 実施に当たっての留意事項 

⑴ 業務全般に関わること 

 ア 会場演出に当たっては、「姫路城重要文化財建造物等保守活用計画」における第５章「活 

用計画」記載事項（別紙２「姫路城重要文化財建造物等保守活用計画 第５章【抜粋】」参

照）を根底に据えながら、関連法規の順守及び姫路城の景観・美観を尊重した企画・演出

とすること。 

 イ 姫路市の「ゼロカーボンシティ宣言」の趣旨に則り、LED 照明の使用、発電機に変わる 

蓄電池の使用、蓄電池型テラスターの使用等、温室効果ガス排出削減に取り組むこと。原 

則として、ガソリンやディーゼルエンジンによる発電機を伴う照明設備・電源設備の使用 

は行わず、既設電源またはバッテリー（蓄電池）等により電源を賄うこと。 

 ウ 三の丸広場への車両進入退出口は原則、喜斎門側からとする（４ｔまでの車両に限る）。 

  ただし、４ｔを超えて１０ｔまでの車両を使用する必要がある場合は、本市が指示をする 

  箇所に養生を行った上で、大手門から進入退出をすることができる。進入退出時間につい 

  ては姫路城管理事務所と調整すること。 
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   ※進入経路等は別紙３を参照 

 エ 来場者の安全対策を重視するため、責任者を置き来場者の安全確保に努めること。また 

緊急時に備え会場内には救護所を用意すること。 

 オ 開催場所での風対策（設営物、資材等）を施すこと。また、悪天候等による開催中止 

  の決定は、本市の指示に従うこと。 

 カ 姫路場内は基礎工事、くい打ち及び釘等による固定を要するもの並びに火気の使用は禁 

止する。また、場内の門、櫓、石垣等の建造物、樹木等を毀損し、又は汚損してはならな 

い。 

  キ 各会場内に設置する観覧席及び立見席については、消防の条例に基づき設置をし、事前 

   に配置図を作成すること。 

 ク その他の禁止事項については、本市の条例及び規則並びに関連する法令に基づくものと 

する。 

 ケ 関連する全ての事項について、姫路城管理運営業務受託者との役割分担を明確にし、姫 

路城管理事務所及び姫路城管理運営業務受託者と十分に調整の上、事業を実施すること。 

  コ 資材の搬入方法、安全対策資機材の設営・撤去、その他実施に必要な事項は、姫路城 

   管理事務所と十分協議し、指示に従うものとする。 

  サ 成果物が著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２条第１項第１号に規定する著作物に  

   該当する場合には、当該成果物に係る受託者の著作権（同法第２１条から第２８条までに

規定する権利をいう。）を当該成果物の引渡し時に本市に無償で譲渡するものとする。また、

本市は成果物が著作物に該当するとしないにかかわらず、当該成果物の内容を受託者の承

諾なく自由に公表することができる。 

    なお、成果物が著作物に該当する場合において、本市が当該成果物の利用目的の実現の 

   ためにその内容を改変する場合は、受託者の承諾なく行えることとする。 

  シ イベント開催期間中の警備員、運営上必要となる会場内の案内及び誘導等のスタッフに 

   ついて配置すること。 

  ス 雨天時の会場判断についてはイベント当日の二日前までに判断するものとし、本市と協 

議の上、設営に着手すること。 

⑵ 電源等に関すること 

 ア 三の丸広場に設置されている分電盤（３箇所 分電盤の電源容量 計 105A）を使用する 

  ことができる。なお、これらの既設の分電盤を使用する場合の電気料金については、本市 

  が負担する。 

 イ 上記の既設の分電盤だけでは電源容量が不足する場合は、受託者が関西電力に届出の上、 

  姫路城管理事務所が指示する場所に仮設分電盤を設置し、必要箇所へ供給すること。 

 ウ 仮設分電盤に設置に当たり、養生とウエートによる転倒防止策を施すこと。 

  ※分電盤の場所、仕様については別紙４を参照 

⑶ その他提案に当たっての留意事項 

 ア 人間将棋は、山形県天童市で７０回にわたり開催されている恒例の行事で、近年、岐阜 
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  県関ケ原町などの他自治体でも実施されている。本業務の提案にあたっては、天童市等 

  における人間将棋の開催状況及び本市が過去に実施した人間将棋を参考とすること。た 

だし、天童市等や前回の人間将棋の開催内容に縛られる必要はなく、姫路城及び姫路市 

の実施目的に見合った演出を提案すること。 

 イ 姫路城へ来訪する外国人観光客が増加しているため、外国語での会場アナウンスや案内 

表示等を盛り込むことを念頭に、翻訳や案内表示に要する費用等も見積の上、企画を提案 

すること。 

⑷ 損害のために生じた経費の負担 

 ア 業務を行うにつき第三者に及ぼした損害について、当該第三者に対して損害の賠償を行 

  わなければならないときは、受託者がその賠償額を負担する。 

 イ アの規定にかかわらず、同行の規定する賠償額の内、本市の指示、貸与品等の性状そ 

  の他本市の責めに帰すべき事由により生じたものについては、本市がその賠償額を負担す 

  る。ただし、受託者が、本市の指示又は貸与品等が不適当であること等本市の責めに帰す 

  べき事由があることを知りながらこれを通知しなかったときは、この限りではない。 

 ウ ア及びイの場合その他業務を行うにつき第三者との間に紛争を生じた場合においては、 

本市と受託者とが協力してその処理解決に当たるものとする。 

⑸ 本業務を中止とする場合の費用負担について 

  新型コロナウイルス感染症等の感染拡大や台風、豪雨その他天災等により、イベントの実 

 施が困難と本市が判断した場合、業務を縮小し、又は中止する場合がある。この場合におい 

 て、要した費用負担は、本市と受託者が協議して決定するものとする。 

 

第２章 一般事項 

 

１ 適用範囲 

この要求水準書は、「人間将棋 姫路の陣」企画・実施等業務委託に適用する。 

  本業務の受託者は、この要求水準書に定めない事項のうち、本業務の遂行に当たり必要と思

われるものについては、本市へ提案し、本市と受託者が協議の上、これを決定し、行うものと

する。 

 

２ 業務項目 

業務に係る項目はこの要求水準書及び本市の契約約款によるものとする。 

 

３ 業務管理 

⑴ 受託者は、本業務に着手したときは、遅滞なく、委託業務着手届を本市に提出するものと

する。 

⑵ 受託者は、業務期間内に業務を完了するよう全項目の業務計画を立て、全体スケジュール、

設営スケジュールなど進行管理資料及び各設備仕様、図面等を本市の指示により随時提出し、
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本市の承諾を得るものとする。 

⑶ 受託者は、本業務の円滑な進捗を図るため、必要な専門的知識と十分な経験を有する従事

者を配置するものとする。 

⑷ 受託者は、本業務の全般にわたる技術的管理を行わせるため、⑶の従事者のうちから業務

担当責任者を選任し、その氏名を委託業務着手届の提出により本市に通知するものとする。 

⑸ 受託者は、必要に応じ姫路市役所において進捗状況を本市に適宜報告するとともに打合せ

を行うものとする。 

⑹ 受託者は、関係する官公署との協議を必要とし、又は関係する官公署から協議を求められ

た場合は誠意をもってこれに当たり、また、その内容を遅滞なく本市に報告するものとする。 

 

４ 実施報告 

  受託者は、本業務の着手及び完了に際し、この要求水準書及び本市の契約約款に定める書類

の提出を行うものとする。本業務の完了に際し、実施した事業に係る必要書類及び電子媒体一

式（電子媒体については、本市が指定するファイル形式で提出すること。）を本市に提出するも

のとする。成果物の作成及び編集等に当たっては、あらかじめ本市と協議の上、作成するもの

とする。 

  提出先は、姫路市観光経済局観光コンベンション室（姫路市安田四丁目１番地 姫路市役所）

とする。 

 

５ 履行確認 

  受託者は、業務完了後、姫路市の契約約款に定める手続を経て、本市の履行確認を受けるも

のとする。 

  本業務は、本市による履行確認をもって完了とする。ただし、納品後、成果物の記載内容に

脱漏、不備又は錯誤が発見された場合、受託者は、責任をもって速やかに訂正するものとする。 

 

６ 資料の貸与 

本業務に必要となる資料の収集又は調査等は原則として受託者が行うこととするが、本市が

現在所有しているものについては、本市から受託者に貸与するものとする。この場合において、

受託者は、貸与を受けた資料に関するリストを作成の上、本市に提出するものとし、業務完了

後、貸与された資料の全てを速やかに本市へ返還するものとする。 

 

７ 別途業務 

  本業務の途中において、本業務に関連した、本業務以外の調査等の必要が生じた場合は、本

市と受託者が協議の上、別途実施するものとする。 

 

８ その他 

⑴ 受託者は、本業務の遂行上知り得た情報、秘密は他に漏らしてはならないことはもちろん
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のこと、本業務の目的以外に使用してはならない。 

⑵ 委託料は、成果物の納品後及び委託業務完了届の提出後、本市の担当者の検査の後に支払

うものとする。 

⑶ 納品後、成果物の内容に脱漏、不備又は錯誤が発見された場合、受託者は責任をもって速

やかに訂正するものとし、これに対する経費は、受託者が負担するものとする。 

⑷ 本件契約に関する契約保証金については、姫路市契約規則（昭和６２年姫路市規則第２９

号）の規定を適用する。 

⑸ 受託者は、条例、規則等諸法令を遵守すること。 


